















三 十 五 歳 で 没
した。
そ の 生 き た 時 代 は
辛 亥 革 命 前 後 の 中 国 激 動 の 時 代 で あ っ た 。
劉師培自身も、
そ の 時 代 の 渦 に
巻 き 込 ま れ
、







祖 父 鍛 松
・伯父寿曾•父貴曾と代々の学問の家に生ま
れた。




辛 亥 革 命 に 象 徴
される
新しい時
代 の 息 吹 を も
感じさせる人で
あ っ た 。
本稿は、
そ の 劉 師 培 の 経 学 の 中 心 を な
す、
春 秋 学 に つ い て 考 察 す
る も の で あ る 。
劉師培の春秋学の概要






そ の 学 風 は 江 蘇
・ 儀 徴 の 人 で あ っ




玩 元 と 受 け 継 が れ て き た 揚 州 学 派





師 培 も ま た
、
学者となるべく





劉 師 培 は 革 命 家 で あ る 以 前 に 、
生ま
れ な が ら に 経 学 者 で あ っ た 。
ま た 革 命 を
主 張 し て
いる時にあって
は、
革 命 派 に 敵 対 す る 康 有 為 を は じ め と す る
立
憲 君 主 制 派 が
公羊学を中心とする今文学を
その重要な理論的な裏付けと
し て い た の に
対 し て 、
章 柄 麟 と と も に 民
旅 派 の 論 客 と し て





ま た 古 文 学 派 の 思 想 家 で も
あ っ た わ け で あ る 。
従 っ て 、
劉師培の経学を明らかにすることは、
そ の 思 想 の
全容を明
ら か に す る 上 で 非 常 に 大
き な 意 味
を持って
いる。
そ こ で 劉 師 培 の 経 学 の 本 質 を
考察し、
他の思想の関係を明らかにして
い か ね ば な ら な い 。










古 文 学 の 中 心 が
『 左 氏 伝 』 で あ る と い う 点 で も 、
『春秋左氏伝』を中心とする春
秋 学 で あ る 。
そこで









い た か を 示 す 格










そ の 故 は 何 ぞ
や。
一 は 巻
峡 浩 繁 に 因 る 。
一 は 漢 儒 完
全 の 注 無 き に 因 る 。
一は後儒斥けて
偽 書 と 為 す に 因 る 。














『 春 秋 』
に示された礼、
二、





『 春 秋 』
に か か れ た 事 実 （
事）
、




劉 師 培 の 春 秋 学 を 具 体 的 に 考 察
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清朝末期の今古文論争に
火 を つ け た の は
今文派
、
羊 学 派 の 形 成 か ら か な り 遅 れ て 、
今 文 派 の 古 文 否 定 に 応 え る 形 で 登 場
し て き て い る 。































「 述 而 」 の
「 述 べ て 作 ら ず 」
の 記 述 に 基 づ い て 、
六経は孔子が
そ れ 以 前 か ら あ っ た 文 献 を
編集し孔子は
そ の 編 集 作 業 の 中 に 自 分 の 考 え を 示 し
たものだとされていた。
『春秋』
の 場 合 は 、
本 来 単 な る 魯 で 起 こ っ た 事
柄 を





つ い て 考 え て い き た い 。
つ ま り 公 羊 学 派 の 方 か ら で あ る 。
というよりも古文派は、
公
す る の に
先立って、









ひ い て は 古 文 経 が
、劉
款
の 偽 作 だ と い う 公










漢 代 の 先 師
の示した義例を立てよ
うとする研究、
以 上 の 二 つ で あ る 。






そ の も の で
あり、
ひ い て は
「礼」
の 研 究 に 関 係 し て き て い る 。














そ の 意 味 に
―っ
-63 ― 
に 孔 子 が 自 分 の 考 え を 示 す た め 、
筆 削 を 加
え た も の だ と さ れ る 。
ところが、
『 孔 子 改 制
考』
で 康 有 為
は、
『 春 秋 』
を は じ め と す る
六経は孔子が古人に仮託








と あ る の が 有 力 な
根拠とな
っ て い る 。
それに対して、













































荀 も 之 を 知
らば
、










・ 僧 十 九
年
「梁
亡 ぶ 」 の 伝
、






則 ち 春 秋 の











し く 春 秋 に 見 ゆ
、』
と 謂 ふ 。
春秋一書実
は法を制め王を称する





つ ま り 孔 子 が 編 纂 す る
















・ 褒 ． 緯 • 抱




よ う な 創 作 の 意 味 で は な い の で 、
『 春 秋 』
は孔子以前に成立
し て い た の だ と 主 張
し て い る 。
こ の
「作
」 を 創 作 の 作 と は
異な
ると
い う の は
『 論 語 』
の記述と
『孟子』の記述との矛盾を解決した点


















『 左 伝 』 の
作者とされる左丘明は、
『 論 語 』 公 治
長 に 見 え る 人 物 と
は 別
人で、
『 国 語 』 の 作 者 で
ある失明の左丘明であるから、
孔 子 か ら 口 授 を 受 け た
はずが
ない、
と 主 張 し て
いる。



















『 春 秋 左 氏 伝 答 問 』
で 論 及 し て 、





朱 葬 尊 の
『経義考』
と
















左 は 其 の 官 、
説は
愈正
嬰 癸 己 類 稿
に 詳 ら か な り 。
（










































故 に 作 る 所 の 伝
、
左氏と表題す。
此 の 誼 愈
未だ言はざる
所、














い う 官 名 で あ り 、




於 て 取 舎
有 れ ど も 増 益 無 し 。
……孔子の従ふ
所、
周 の 礼 な れ ど
も、
芳 夏 殷 に 潮 る 。
… … 春 秋 実


















適 当 な も の だ と




『 春 秋 原 名 』
















『 春 秋 』
の名が、
そ れ ぞ れ 陰 と 陽 の 中 で あ り 、
動 作 が 中 に あ た る




『 春 秋 』
は、
左史が、






























〈 中 略 〉
丘明述ぶる所
、孔












法 に 基 づ
くと述べて
いる。





























に お い て














諸 候 年 表 序 所 謂
「 七 十 子
の徒、
其 の 伝 を 口
述さる、










其 の 真 を 失 ふ を 擢 る 。
故に孔子の史記












経 を 解 き 測 る 。
丘明伝を作るに事を





































の 他 に 於 て
復 た
稽





































の 所 で も 、
し ば し ば









る の で 、
他の二伝より優





















































































は と も に 、
『左氏伝』
に比
べ る と 劣 る も の の 、
やはり孔子修正の意図









































款 に よ る 偽 作 だ
と全
面
的 に 否 定
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そ の 内 容 が
、
前








『 公 羊 伝 � ー は
家族主義的で
肉 親 の 情 を 何
より
も重んじるの





の 情 よ り
















に 清 末 の 今 文 派























言 え よ う 。







伝 』 『 穀 梁 伝 』
を否定
し な
い こ と に も よ っ て











劉 師 培 の 春 秋 義 例 説 が
漢























わ け に も い か
ない
と
い う 点 に あ る
の で は










『 春 秋 序 』 の 疏 に 引
く「
左
兵 明 ー 曾 申 ー 呉 起
楚 人 鐸 叔
ー 虞
卿 ー 荀 卿
















あ っ て 、
『左氏
伝 』 を 治 め
て は い ま
い、
と 述 べ て
いる。
これに対
し て 劉 師
培は
『漢
代 古 文 学 弁
誤』








左 氏 伝 』 を 伝 え て
















































異 な れ り 。
此 れ 其 の 学 術











































































古 文 と も に そ の 基 と
なるテキスト
は 同 一 で あ っ































公 羊 氏 世 々 其 の 学






是 よ り も 春 秋 斉 ・
魯 の 学 有 り 。
〈 中
略〉是れ、























而 し て 魯 学 は 則 ち 故 訓 に 詳 か な り 。
故に斉

















数 経 に わ た っ て 学
習していくの
が 普





一 家 の 言 に 圃 ら ず 。
景•武の際に及び、
董 生 明 ら か に す る
所、
惟だ公羊に在
る の み 。
是に由りて公羊を執り、
左．


















古 文 派 が
対立
するようになっ
合 う も の で あ る
という説と同
じく、






に 考 え う る 最 も 遅 い 西 漠 中 期 以
降に考え、













家 の 学 を 兼 ね 治 め 、
今 古 文 の
別 は な か っ た と い う の で あ
る。
これ




し た 時 点 で は 、
三 伝 は






古 文 の 経 は も と も
とは対立す
る も の で は な
いとい
う、































































が 存 在 し て い た こ と の 証
明として、





































『 旧 本 国 語 』
）が
あって劉欽は
そ れ に 手 を 加 え て
『 春 秋 左 氏 伝 』 を 作 っ
たとする説を否定するに
は 不 十 分 で あ る 。
そこで、
『 漢 書 』 藝




『 穀 梁 伝 』 が
基 づ く
『 春 秋 』 と は
異なる経
が存在すること。
『 説 文 解 字 後 叙 』 に 魯
の恭
王が孔子宅を壊した時に得られたという































と あ る こ
と、
等で、
『 春 秋 』 の 伝 と し て の
『左氏伝』が存在したことを証明し








点 に ま と め る こ と が で き る 。
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11が 劉 逢 禄 か 疑 っ た 伝 授
貫
長卿
買 嘉 I 買 損 之


























































が 先 行 し て い
たと思われる点と、





































今 文 派 •
古 文 派 の 対
立が
生じた。











さ か の ぼ
ると
周 の 史 官 の 法 を
伝えるものである。
荀子など漢初ま
で の 経 師
は三伝









の で あ っ
て、
ど




























と 結 び つ け た 点 、
先 秦
•西





























・ 穀 梁 が 取 り 入 れ た も の だ と す る 点 は 、
納
得 し が た い 面 が あ る 。






































書 き 方 を す る こ
とによ
って、
そ の 事 実
の評価を示すわけである。
そしてその評価が















書 き 方 を
し
て い る の は ど こ か を 知 ら ね ば な ら な い 。
そ の た め に は ま
ず原
則 と
は 何 か と い う こ と を 知 る
必要が
ある。
そ の 原 則
を義例と呼ぶ。
だから義例の研究は経学と



































『 春 秋 』
の 義 例 を ど の よ う な も
のだと
考え
て い た か に つ い て 考 え て










ま と め る と
、次
の よ う に な る 。
『 春 秋 』
とは歴史書一般の名称で
あり、
も と も と は 左
史が
記した周
の 歴 史 書 の 名 称 で あ る 。
現 在
『 春 秋 』
経 と
し て 残 っ て い る 魯 の
『春秋』もまた







う か と い う 点 に 在 る 。
従って左史は
































係にあ っ た 。
ところが、








よう に な っ て き て い た 。
そ こ で 孔 子 は 本 来 の
記録法に従った歴史を残
そ
う と 考 え た 。
その材料となったのが、





礼 に つ い
て も 無 視 で き な い
乱れが生じ














っ た の で あ り
、評
価 の 基 準 は
周 の 礼 に よ っ た の で あ
以上が
























ち 「 春 秋 の 義
」 と















合 わ せ て み て
、
そこから孔子















杜 預 の 注 は
『 春 秋 釈 例 』
に示された杜預の義例説によって
いる。
































































































周 公 制 む る 所 の 礼 経 な り 。
（









た 周 の 史 官 の 間 に
伝えられた記録






是 の 礼 経 は 、
即ち
周 典 な り 。
周 典 の 例 は 、
国例なり。
春秋の礼は、



















周 礼 の 礼
を
































































丘 明 師 の 説
に拠
り て 以 て 経
の旨を釈する者なり。
（




周 の 史 官
から孔子を













































































た こ と が
解る。
さ て 章 柄 麟 は 、
劉 師 培 が


































い て も 、
『春秋左伝読叙録』













































に よ っ て 、
両者の違い、










































と 為 す べ き
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者 有 り 。
征南其の凡字を著
す者に拠
り て 以 て 言 を 為 す 。
故に
釈 す る 所 の 例 僅 か に 五
十條
の み 。











































































左 氏 初 め て 行 な は
れ、
学者
そ の 例 を 得
ず、
故に公羊に博会して、
































『 左 氏 伝
』に用いた











の 解 釈 の 方
がす
ぐ れ て い る と す
るのである。
ここに


















を 失 ふ 。
其間
固よ





















































と も に 杜 預 の 釈
例と東
漢










































































































































































































致 す る の で 、
『公羊伝』
や



























お か し い と 考
ー 79 -









































































る 著 作 で あ る 。

























































の 経 師 の 注
を重
視したかというと、

































杜 預 の 注
の態度にも
疑
















漢 の 学 者
の 注 の 方
が杜預より優








う と し た の は
当然
で あ る と 言
える。
そし





学 派 の 流 れ を 嗣 ぐ 学 者 で あ っ た 。
劉文演の
『 春 秋 左 氏 伝 旧 注 疏
証』







そ れ ま で す ぐ れ た 清
(24) 
人 の 注 が な か っ た
『左氏伝』
『公羊伝』
『 穀 梁 伝 』

















に 対 す る 考 え を 考 察 し て み よ う 。
劉文棋には
『 春 秋 』







欽 韓 に 宛 て た
『致
沈













































































































































































































































































春 秋 左 伝


























































































































章 柄 麟 と
劉師培の学説を































公 羊 学 派 と の 決 別 を
経 て 、






































中で、 曾 祖 父
の劉文洪が













































































『 公 羊 伝 』
『 穀 梁
伝』















『 公 羊 伝 』










































































研 究 が 中 心 で あ る 。
前 者 の 研 究
は、
『左氏伝』






洪 以 来 受 け 継 が れ て
き た も の で あ っ
て、




































『 春 秋 左 氏 伝
』
を経として捉えるこ






き わ め て 清
代考証学の枠内から解決を試みた
回答が










そ の ま ま 受 け
継い
で

























漢 以 前 の











で あ る 。




が あ っ て こ
そ生じ














『 公 羊 礼 疏 』 を














ま だ 今 文
・古文が根本的に対立
す る も の と し て は 意
識さ
れ






も の と 考 え ら れ て い た よ う で あ る 。
むし
ろ、








よ っ て 失 わ れ た 両 漠 の 注 の 研 究
や、
宋学との対立


























康 有 為 ら に よ っ て 古 文
経が全面的に否定
され、
そ れ に 加 え て 中 国
の新しい政












































『 春 秋 』 の 大
枠は
受 け 入 れ つ つ 、
その中で、



























































































否 定 と 儒
学の宗教化
によっ









よ り 解 決
し よ
う
と し
た。
そ れ を
、
清代考証学の
伝統的な方
法
に忠
実
に解
決 を 図
って
出された
回
答が
劉
師培
のやり
方
で あ
った
。そ
し て
こ
の劉師培の春
秋学
は、
清朝考証
学 の 実
証主
義的な
性格とその限界を
示 し て
いる
と言
え る の
では
なか
ろう
か。
劉師培
の経歴
に関
しては
‘
銭玄同
『左煎年表』
同『
左信
著述繋年』
陳凡鐘
『劉先生行述』
劉富曾
『亡姪師培墓誌名
弔炎武
『劉申叔外伝』
察元培
『劉申叔事略』
いす
れも
『劉申叔先生遺書』
（以下
『遺書』
と略
称）
に収
められて
いる
。
『遺書』
は‘
こ
の論
文では民
国六
四年華世
出版局
（台北）
の影
印
本により
、
錯刊等
は民国三
四年寧
武南氏排本
に
よって
補った
。
以下の引
用で 、
『遺書』
にあるも
のは、
初出書名、
初
出
- 86 -
年度を
のせた
。こ
の記
事は銭
玄同
の
『劉申叔先生遺書総目』
『左
倉外
集目録』
（『遺書』
所収）
によ
った
。
(2)
「国
粋学報」
一＼
二十二、
一
九0五＼
一九
〇六
(3)
『左窟集』
巻二、
一九
0九
(4)
『左鵞集』
巻三
(5)
稿本、
一九
―二
(6)
『左倉集』
巻二
(7)
同前
(8)
『春秋左伝先後考
では、
『礼記』
王制の疏が引
用する鄭
玄の
『釈廃疾』
の
「穀梁孔子
に近し、
公羊正
に六国の亡
に当たる
L
を引
いて
『穀梁伝』
を
『公羊伝』
より
優
れたものと評
価
して
いる
。
(9)
『左霊外集』
巻四、
「国粋学報」
二十
四＼三十
、
一九
0六＼
一
九〇七
(10)
「国
粋学報
」
十一
＼三十
一、
一九
0五＼
一九
0
七
(11)
『左愈
集』
巻二
(12)
『左
愈
集』
巻三
(13)
同前
(14)
昔江都凌氏
公羊礼疏
を作り、
番馬侯氏穀梁礼徴
を作れ
ども、
而れど
も左氏
は則
ち鋏如た
り。
今左氏載す
る所
の古礼を観る
に、
多く周
官と相
合す。
若し周
官
を以
て左氏を証し、
西周
の礼
を以て東
周を証し、
周の
礼を以て魯の礼を証せば、
則ち事
半
ばに
功倍す。
且つ
五経
異義
一
書引く所
の古文
家
の言、
左氏の侠
礼多
し。
若し能
＜疎通証明
せば、
亦古礼
を考ふ
る者必ず取る
所なり。
（『
読左割記』
）
と言うよ
うに劉
師培
は、
『左氏伝』
の例が直
接
的に
『周礼』
とつ
なが
るのでは
なく、
西周ー東周ー
魯ー
『左氏伝』
とい
う間接的な
つながり
を考
えて
いる
。
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「中国学報」
一＼
五、
一九
一六
一九
0七年
に
「国粋学報」
に初
出、
ここで
は
『章太炎全集』
（上海、
上海人
民出版社、
一九
八二）
第二冊によ
った
。章
柄麟
は
『春秋左伝読叙録』
で劉
師培
が引
い
た例以外
にも、
『韓詩外伝』
『史記』
「暦書」
を引き、
また、
経伝
の名
称のつけ
方や
、伝
の性
格を考
察した上
で、
『左氏春秋』
と呼
んだからと
いっ
て、
春秋と関
係な
いと
言う
のは
間
違いだ
と劉
逢禄
に反
論し
て
いる
。
(17)
左丘明の姓と名はどう
考えたら
良いか いう
点に
つい
ても
、
章柄麟
も
また
『春秋左伝読』
「丘明」
（『
章太炎全集』
第二冊の
項
で劉
師
培と同じ丘明が姓
名であると
いう
説を
述べ
ている
。
(18)
劉師培
と章柄麟
の間
の書信
の交換は頻
繁だ
った
ようで、
章柄
麟から
の書は
『遺書』
に併せ
て七
通収め
られ
ている
。
この
うち
こ
こで
取り
上るの
は銭玄同
の言う第五
•第
六で
あって
、『
左
愈
外集』
巻十六
に
『答
章太炎論左
伝書』
の付録と
して
収められ
てい
る。
この
う
ちここ
で取
り上
げるの
は銭玄
の
言う第五
•第
六であ
って
、
『左藍外集』
巻十六
に
『答章太炎論左伝書』
の附
録と
して
収められ
ている
。
また
同じも
のは
『太炎
文録続編』
（『
章太炎全集』
第六冊）
券
二に
も
『再与劉光漢書』
と
『丙午
与劉光漢書』
の
名前
で収
められて
いる
。
内容
はまず
章柄
麟から
の書、
それ
に対する劉
師
培の回
答、
さらにそれ
に対す
る章柄
麟の回答であ
る。
但
しこ
の書
信の前にも、
意見
のやりとり があ
ったの
だが、
残念
なことに
劉
師培
の
書は現
在こ
の二
通の間に出された
『答章太炎論左
伝書』
一
書を見る
ことができる
だけ
である。
(19)
これはこれまでに
明
らかにな
っ
た資
料から、
公平
に見てとも
に否
定し
がた
いこ
とで
あった
とい
う
こと
を示す
に過ぎ
ないの
で
あって
、
双方の意見の
一
致と言
うことは
できな
い。
双方の説は矛
盾し
て
いる
ので
あるから
、こ
の事実をど
う解釈す
るか
が問
題な
ので
ある。
(20)
『太炎文録続編』
巻一
(21)
ここ
では
、
『章太炎年譜長編』
（湯志鉤編、
北京、
中華書局、
一九
七九）
の引
用によ
った
。
(22)
章柄麟
の学
説は、
孔子を歴
史家、
経を歴史
書と考え
る点
で章
学誠
の
六経
皆史説
に非
常に
近い。
章柄麟
は余杭
の出
身であるか
ら、
同じ浙
東人とし
て章
学
誠の影
響は否
定できな
い。
しかし
、
詰経精舎
で章柄
麟は章
学誠
の伝を書
いた
諏献
から
教えを受け
てい
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たので
、
かなり早い時
期か
ら章学
誠の六
経
皆史説を知
って
いた
に違
いないが
、
それでは
章柄麟が
初期に
は章
学
誠と
は異な
った
説
であ
っ
たが
そ
の後
変
化し
て章
学
誠と似た考
えに
至
っ
たと言
うことは
説明
でき
な
い。
従っ
て
、
章学誠
の影
響を決定的な
ものとみ
なすことはできな
いの
で
ある。
(23)
王汎
森
『章太炎的思想
（一
八六八
一ー
九一
九
）
及其対儒学的衝撃』
（台北、
時報文化社、
民国七十
四）
「与清末今
古文学之争」
(24)
劉恭晃
『論語正義後叙』
(25)
科学出版社版
『春秋
左伝旧注疏証』
の冒
頭にある。
署名
はな
いがおそ
らくは劉
文渫が
『春秋
左伝旧注疏証を
作るため
に体
例と
して
作った
もので
あろう
。
(26)
実際
に劉
師培
が著そう
とした
のは
、
春秋古経
に対す
る輯侠
・考
証であ
った
らし
い。
『読左割記』
に
且つ
、
左
氏一
書
、
東周
の信
史た
りて、
周末
の書
多く左氏を引く。
昔孫淵如先生
春秋集
証を作れば
、大
約は群
書の
左氏
に本づ
く者
に即きて、
以て
其の異
同を考
ふ。
惜し
むらくは、
其の書
伝を失し、
未だ
刊本有
らず。
若し能＜玩
氏詩書古訓
の例に佑ひ
て、
凡そ
周秦両漢
の書、
其の
左氏を援用す
る者、
分類輯録
し、
左氏原文
の後
に附け、
以て
左氏偽託
の書に非
ざる
を証せば、
此亦
左氏
の功臣な
り。
とあ
ることか
ら劉
師
培の
関心
が、
春秋経
そのもの
にある
こと
がわかる
。
更に、
『遺書』
の
『春秋古経
旧注疏証』
はそ
の内
容が以
前出
版された論
文と重複する点、
また原
稿箋が
『春秋左伝旧注疏
証のも
ので
あ
った
点
（『
遺書』
注記）
、
また寿
曾、
貴曾兄弟が
様々
な分野を分担し
ていた
らし
い点
（科学出版社
『春秋左
伝旧注疏証』
整理後記）
な
どを
考え
て
も納得が
いく
。
(27)
劉恭晃
の
『劉
君恭甫家伝』
（『
続霧伝集』
巻七十五
）
によ
ると劉
寿曾
は
『春秋五
十凡例』
を作
って
いた
らし
い。
孫胎
譲の
『劉恭
甫墓表』
（『
碑伝
集三編』
巻三十三
）
には
無し。
程碗
の
『劉先生家伝』
（『
続碑伝集』
巻七十四
）に
よると劉
敏松は
『春秋左氏伝大
義表』
を作
って
いた
らし
い。
『清史稿』
巻二
百六十九
に
も劉
寿曾
•劉敏楳と
もに
同
じ記事が
見える。
この
よう
に劉
文洪以来
の彼
の先
人はそ
の伝を見る
と春
秋の釈
例を書
いてい
た
こと
がわかるが
今は伝わ
ってい
ない
。
これは
完成
したものが
書か
れていな
かっ
た可
能性も高
い。
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